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１．本年度の研究成果 

年々がん患者数が増加し、早期退院・在宅医療が推進されるため、地域では栄養サポ

ートが必要な在宅がん患者が急増し、医療歳費の増加や在宅医療人材不足が危惧される。 
本研究は、これらの課題解決を目的として、在宅がん患者に対する総合的な栄養サポ

ートシステムを構築するとともに、「症例をもとにしたテキスト作成」、「全国セミナーの

開催」、「臨床栄養スタートアップ講座」などを開催し、がん患者の在宅医療を担う人材の

全国的な育成を行うものである（図）。 

 
 
３年間の事業で、２年目の平成 27 年度は、事業の見直しや試行を行い、在宅がん患

者の栄養サポートや教育テキスト・教育プログラムの開発と全国的な試行を行った。 
（１）在宅がん患者栄養サポートシステムの構築 

1) 国立病院機構刀根山病院等との連携：入院中や外来のがん患者を対象として、採用

の管理栄養士と学生が、栄養実態調査を継続した。また、テキスト用の症例をまとめ



た。 
2) 西宮在宅支援研究会との連携：中間評価委員会でのコメントに適切に対応するため、

地域開業医とのタイアップを目的として、在宅医療に積極的に取り組む開業医主催の

「西宮市在宅支援研究会」と連携した。今後、地域の在宅医療実態の把握や、在宅が

ん患者の栄養サポートシステムの構築に向けて協働で取り組むことが可能になった。 
3) 関西圏「がん拠点病院」を対象としたアンケート調査：中間評価委員会でのコメン

トに適切に対応するため、栄養サポートが必要な在宅がん患者の推計値などの実態調

査を目的として、関西圏（兵庫県、大阪府、京都府、奈良県、和歌山県）の国および

県指定の合計 160 施設のがん拠点病院にアンケートを郵送した。しかし、回収率は

18.1%と低かった。 
（２）在宅医療人材教育プログラム開発 

1) 在宅医療に関わる人材が、がん患者の栄養学的特徴や臨床栄養の基本知識を習得す

るための「臨床栄養スタートアップ講座」を 10 月 10 日（土）と 10 月 24 日（土）

に開催し、医師、管理栄養士、薬剤師など 129 名が参加した。臨床栄養の基本知識

に関する４講義、がんと栄養の基本知識に関する特別講演２題と講義１題を実施した。

また、１回目に症例と課題を提示し、２回目に多職種グループワークを行った。 
2) 日本臨床栄養学会と連携し、「認定臨床栄養医研修会」で、「がん患者の栄養学的特

徴」に関する講義を大阪（７月５日（日））と新潟（７月１２日（日））でそれぞれ開

催した。また、当該研修に e-learning システムを導入することを決定した。今後、

全国の医師が「がんと栄養」に関する基本的知識を習得できるシステムの開発を目指

す。 
3) 日本在宅栄養管理学会との連携：全国的な在宅管理栄養士育成教育プログラムの開

発に取り組み、「在宅訪問管理栄養士セカンドステップ研修会」（東京１２月５日（土））

で、「ターミナル期の栄養管理～終末がん患者の輸液療法に関するガイドライン

（2013 年版）をもとにして～」と題するがんと栄養に関する講義を実施した。 
 
２．前年度までの研究成果 

初年度の平成 26 年度は、国立病院機構刀根山病院、日本臨床栄養学会等と連携し、

在宅がん患者の栄養サポートや教育テキスト・教育プログラムの開発と試行を行った。 
（１）在宅がん患者栄養サポートシステムの構築では、連携病院のがん患者を対象として、

採用管理栄養士と学生が経時的な栄養調査を行い、テキスト用の症例をまとめた。 
（２）在宅医療人材教育プログラム開発 

1) 日本臨床栄養学会と連携し、当該学会内に「がん栄養部会」を新設し、「認定臨床栄

養医研修会」において、医師を対象とした「がんと栄養」に関する教育プログラムの

開発を行った。また、研究代表者が平成 28 年度第 38 回日本臨床栄養学会総会の大

会長に選出され、同総会で、がんと栄養に関する教育プログラムの開催を可能にした。 
3) 日本在宅栄養管理学会と連携し、在宅管理栄養士のがんと栄養に関する教育プログ



ラムの講師や内容について協議した。 
 

３．研究成果の意義及び今後の発展性 
（１）本研究成果の意義・発展性の１つは、がん患者に対する栄養サポートの事例をもと

にしたテキストを、在宅医療福祉人材育成やスキルアップに利活用できることである。 
（２） 研究代表者が委員長の日本臨床栄養学会の研修企画委員会と連携し、がんと栄養を

含む臨床栄養の基本的知識を若手医師に習得させることが可能になる。 
（３）日本臨床栄養学会の認定臨床栄養医資格認定研修会や日本在宅栄養管理学会の在宅

訪問管理栄養士認定制度での研修会で、がんと栄養に関する講座を協同開発すること

により、在宅医療に関わる医療福祉人材に対するブラッシュアップ教育が可能になる。 
（４）本研究による在宅がん患者の栄養改善は、がん患者の合併症併発のリスクを軽減す

るため、「医療費の削減」に貢献すると思われる。 
（５）平成 18 年度からの行政との連携による支援活動をもとに、１人暮らし高齢がん患者

に対する栄養サポートが効率的に実施できるため、「高齢者の自立支援」に貢献できる。 
 
４．倫理面への配慮 

研究実施にあたっては、平成 17 年 4 月から施行された、「個人情報保護法」及び平

成 27 年 4 月 1 日施行の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」を遵守する。す

なわち、資料等の提供者、その他関係者の人権および利益保護の取り扱いや安全性につい

ては最大限に配慮を行う。研究の意義、目的、危険性の有無について文書及び口頭で十分

に説明し、インフォームド・コンセントをすべての被験者から取得する。また、研究計画

書をそれぞれの研究機関の研究倫理委員会に提出し、承認を得て研究を実施する。 
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